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図1 ἒἲ༿ɤഏΨሥ内図のૢͳˁ様(క)およỎᢃ用˳Сのಒࣞ図

・河川情報、ダム基本情報
・ダム管理情報 ・地形・測量データ
・基図データ ・その他情報

特定 PCやソフトに依存せず、
全ての事務所職員がWebで閲覧！

BIM/CIM 成果ダム版三次元管内図 (Cesium)

BIM/CIM ソフト

Web上でアクセスして、
維持管理を効率化・高度化！

事務所職員 (社内 )
点群データ

点群データ閲覧ソフト

現場で閲覧して
継続的に活用！

事務所職員(現場 )

BIM/CIM 成果

BIM/CIM ソフト

業者 ( 設計 )

・近赤外線レーザ ( 点群データ )
・グリーンレーザ ( 点群データ )
・スワス堆砂測量 ( 点群データ )

・航空写真
・SAR 衛星画像

・近赤外線レーザ ( 点群データ )
・グリーンレーザ ( 点群データ )
・スワス堆砂測量 ( 点群データ )

地形･測量データ、基図データ

データを取得し、三次元管内図に
取り込むための処理を行う！

業者 ( 測量 )

ダム管理情報

・巡視点検結果
・360 度パノラマ写真
・解析結果

情報を三次元管内図に
取り込む！

事務所職員 ( 巡視･点検 )

२次ۯࡓၑデȜタġ৾ංȆੜၑȆै଼

२次ۯࡓၑデȜタġר။Ȇ活用

ఱि支社 河川部 ໶൥ ୍、ඤ५ ੍

ȶńŦŴŪŶŮȷを活用した२次ۯࡓඤ଎͈ࢹಃ

२次元管理データの活用をȶ作るȷ౲ٴからȶঀい௽̫るȷ౲ٴへ。ŘŦţήρ;Ύで൲く२次元地

଎ܖ๕ȶńŦŴŪŶŮȷにより、రನ・ത࠿・ৢ૯・ത߲データ൝を一元اし、౗で͜ೄۜഎにե̢る२次

元管ඤ଎のࢹಃを実現します。現ાの฻౯を঑̢、ع୼・Θム管理のŅřを持௽എにଔૺします。

Point

※本଼ضは、九൮ၧ川Θθൡࣣۯၑ事務所Ņřڰဥ࠿൦業務Ȫ国土交通省ܪ߃地方整備局九൮ၧ川Θθൡࣣۯၑ事務所ȫの委託ͬ਋̫̀実

施した͜ので̳Ȫ֚໐、ু২ٳอ͚ͬ܄ȫ。

͉̲͛に

これまでӲ地でɤഏΨሥ内図※1のૢͳが進んできまし

た。ɟ૾で、ἋタンἛỴἿーンでのᢃ用にとỄまẾているἃー

Ἃや、現ئの業ѦἧἿーとのᡲઃがҗ分に図れẵ、ૢͳし

た成果がዒ続的な෇用に結Ỏếきにくい状況がẝりました。

そこで、ɤഏΨሥྸデータをḛ現ئで̅える᝻ငḜへ᠃

੭することをႸਦし、ᢃ用をឪໜとしたˁ組ỚỀくりを進め

ています。現ئのЙૺをૅえ、ዒ続的に୼ૼ・෇用できる

ɤഏΨሥ内図のನሰやᢃ用、෇用̊をắ紹介します。

ńŦŴŪŶŮを活用した२ষࡓ管ඤ଎のࢹಃ͂׋用

ĩĲĪŘŦţήρ;Ύで൲̩२ষࡓ౷଎ܖ๕のन用

ɤഏΨ地図ؕႴとしてɤഏΨ地ྸᆰ間データをᵵᶃb

ἨἻỸἈ上で動作する可ᙻ化、分析、σ有できるオーἩン

ἏーἋἩἻッἚἧỻーἲでẝるẐᵡᶃsiᶓmẑを੔用し、ᵮᵡやタ

ἨレッἚからႺज़的にદ作できる環境をૢͳしました。これ

により、現ئ情報・Өࠚ・ໜ検結果をӷẳɤഏΨᆰ間でσ

有し、᧙̞ᎍがσ通のᙻໜで状況を把握できます（図1）。

また、ଏ܍の業ѦシἋἘἲやɤഏΨ設計モデル(ᵠᵧᵫ/ᵡᵧᵫ

成果)、ໜ፭データ、ϙჇ等と௩᠂にᡲઃできるため、現地

でのॖ࣬決定を進めることができます。

ĩĳĪ२ষࡓデータൡࣣにͥ͢Ȩঀ̢ͥȩ管理రನの৘現

での෇用がئஹのɤഏΨ化は可ᙻ化がɶ࣎で、現ࢼ

進Ớにくい状況でした。ஜ取り組Ớでは、ໜ፭データ・

ᵠᵧᵫ/ᵡᵧᵫ成果・ሥྸӨࠚ・ໜ検記᥵をᵡᶃsiᶓm上でወӳし、

ଐࠝのዜ持ሥྸ業Ѧで̅えるɤഏΨሥྸӨࠚをನሰし

ました(図2-ᵟ)。ወӳによẾてࢽられる主な効果はഏのと

おりです。

※1：所管区域や管理対象を示し、関連情報を重ねて参照できる図
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図2 ɤഏΨሥྸデータのᵡᶃsiᶓmへのወӳイメージ

ダム下流巡視ルート

音達区域
（ダム放流サイレン）

流域ビジネスインテリジェンス※3
収集データの閲覧

B)三次元データ(河床変動・斜面崩壊・地質構造)の閲覧

斜面崩壊
侵食

堆積

三次元地形モデル（BIM/CIMモデル統合）

ツリー表示

②Click
①Click

③Date Open

湖面巡視（記録データ連携）

A)三次元管理台帳

A地点B橋上流

R6/MM/D1巡視記録.pdf

R6/MM/D2巡視記録.pdf

R6/MM/D3巡視記録.pdf

河床下の地層構造
（サブボトムプロファイラー測定結果）

斜面崩壊の位置・形状河床変動による侵食・堆積

ɤഏΨሥྸデータがẐ᧠ᚁするだけの情報ẑからẐ現ئ

で̅い続ける᝻ငẑへと変Ừり、ዜ持ሥྸの効ྙ化と高度

化をӷ時にܱ現します。

ĩĴĪ ع୼ȆΘθ管理͒のߓఘഎ̈́活用

変動やؚ積状況の把握にẝたり、ย量成࠿ஹは、河ࢼ

果や図面、ϙჇ等を̾Кに確認する࣏要がẝりましたが、

河࠿変動やؚ積状況をɤഏΨで可ᙻ化することで、変化

傾向を的確に把握できます(図2-ᵠ)。また、૲面ْߐや

地ឋನᡯの確認にも෇用でき、໎ܹ時のИ動対応をૅ

ੲします。

さらに、ࢼஹはໜ検記᥵やἰἝュỴルをұ時に確認す

ることが׉ᩊでしたが、これらを現ئにおいてӋༀできるよ

うになẾたことで、ܤμかế効ྙ的なໜ検作業が可能とな

ります。計ဒ・ሥྸ・ዜ持のӲئ面でデータをஇٻᨂに෇

用し、現ئ主ݰのᵢᵶとᡆᡮなॖ࣬決定をܱ現します。

おわりに

ஜᆜで紹介したɤഏΨሥ内図は、ଏ܍のӨࠚやໜ検

データを෇かしながら、現ئ業Ѧと݅੗にᡲઃすることを

Ⴘਦしたᢃ用ؕႴです。今後は、ᵟᵮᵧ※ᡲઃのਘΪやೌ

ᨂሥྸ等の課題に取り組Ớếế、河川・ἒἲの特ࣱに応

ẳたἘンἩレーἚ化やシἋἘἲᡲઃのࢍ化を進めていきま

す。ݱᙹ೉なᚾᘍݰλからஜ఍ᢃ用までെ᨞的にૅੲ

し、現ئの課題やોծἝーἌを៊まえながら、ḛ̅Ừれ続

けるɤഏΨሥ内図Ḝのܱᘺに取り組んでいきます。

●データの一元管理：
【従来】点群データ、BIM/CIM成果、台帳、点検記録が個別
に管理され、必要情報の確認に手間を要す。
【Cesium活用】各種データを一つの基盤上で管理できるた
め、継続的な運用と必要情報の即時参照に適している。

●直感的な操作性：
【従来】専用ソフトや個別資料の確認が必要で、利用者が限
定されやすい。
【Cesium活用】Webブラウザ上で利用でき、誰でも簡単に
閲覧・編集・確認の操作ができる。

※2  Application Programming Interface連携の略であり、外部
システムとデータや機能を連携する仕組み

※3  国土交通省が推進する、流域データ活用による意思決定支
援の取り組み

新たな取り組み




